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データサイエンス学科の学⽣の活躍

•2020年度の学⽣の実績
•国際学会発表：4件(うち2件Best Paper Award)
•国内学会発表：28件(うち8件が受賞)
•外部コンテスト、アイデアソンでの⼊賞：2件
•実⽤アプリリリース：1件

•2020年度はまだ1、2年⽣しかいない！
•約70⼈×2学年
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MUDS 学⽣の対外活動
https://sites.google.com/ds.musashino-u.ac.jp/internship/external-activity



カリキュラムの特徴と⽅針

•最⼤の特徴の科⽬「未来創造プロジェクト」
• 1年の後半からゼミに所属して研究を⾏う

•イシュー指向
•⾃分の興味のある実社会の課題に取り組む
•課題に合わせて必要なスキルを学ぶ

•アジャイル型教育
•短期間で結果を出しフィードバックを得る
•問題意識を更新し主体的に学ぶ
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カリキュラム
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：数理・統計に関する科⽬

https://risyuyouran.musashino-u.ac.jp/faculty/datsc/curriculum-datsc/data-science/



学⽣主催の勉強会(2021年度 夏休みオンライン)
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⇒⾃ら、あるいはお互いに学ぶことの重要性を理解している
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情報副専攻(AI活⽤エースパートコース)

8https://sites.google.com/musashino-u.ac.jp/ictedu

•データサイエンス学科以外の学⽣がAI・データ
サイエンスを学べるコース
•今年度から開講



カリキュラム
•全学必修の部分
• データサイエンス基礎、⼈⼯知能基礎

• スプレッドシートを⽤いた統計や可視化の基礎
• ⼈⼯知能技術の概説と⼈⼯知能を利⽤したアプリの活⽤など
• 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシー
レベル）認定
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全学必修



カリキュラム
•プロジェクト型授業
•⼈⼯知能実践プロジェクト
• ⾃分の主専攻にAIを⽣かした研究プロジェクトを⾏う
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プロジェクト型授業



カリキュラムの特徴(設計中)

•最終的にプロジェクト型授業を⾏う
•⾃分の専⾨領域で活かせるところまでAI・データサ
イエンスのスキルを⾝につけることを⽬指す
•途中で学ぶことは⽬的やレベルに合わせて選べるよ
うにする

•オンデマンドコンテンツとのハイブリッド授業
•外部コンテンツを利⽤して基本的な部分を学び、講
義や実習の時間では実社会の問題とそれらを結びつ
けることに注⼒する

11



まとめ -⼈材像からみた整理 -

•データサイエンス学科の学⽣
• AI・データサイエンスのエキスパート
•短期間で成果を出しながら必要なスキルを主体的に
学ぶ
•学び合いの重要性を理解してコミュニティを構成し
ていく

•情報副専攻を履修する学⽣
•⾃分の専⾨領域でAI・データサイエンスを活⽤でき
る
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